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岩 手 県 教 育 委 員 会 



令和２年８月 岩手県教育委員会定例会議事日程 

 

令和２年８月 24日（月）午後１時 30 分 

 

第 １ 会期決定の件   

第 ２ 議案第 17 号 
教育委員会の事務に係る点検及び評価に関し議決を求め

ることについて 
（ 教 育 企 画 室 ） 

第 ３ 議案第 18 号 
県立高等学校の学科の廃止に関し議決を求めることにつ

いて 
（ 学 校 調 整 課 ） 

第 ４ 事務報告１ 
「岩手県立博物館における文化財への不適切行為事案」調

査の経過報告について 
（生涯学習文化財課） 

第 ５ 議案第 19 号 職員の懲戒処分に関し議決を求めることについて （ 教 職 員 課 ） 

 

 
閉会   

 







































































































































































































議 18－１ 

議案第 18 号 

   県立高等学校の学科の廃止に関し議決を求めることについて  

 次のとおり県立高等学校の学科を廃止することについて、議決を求める。  

 

１ 県立高等学校の学科の廃止 

学校名 区 分 課程等 学科名 位 置 

岩手県立大船渡東高等学校  全日制 機械科 

電気電子科 

大船渡市 

岩手県立宮古水産高等学校  全日制 海洋技術科 

食品家政科 

宮古市 

 

２ 廃止の時期 

  令和３年４月１日 

 

  令和２年８月 24 日提出 

岩手県教育委員会教育長 佐 藤   博  

 理由 

 県立高等学校の学科を廃止しようとするものである。これが、この議案を提出する理由

である。 

 



議18－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ３年 度 

 

県立学校の編制について 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩 手 県 教 育 委 員 会 



議18－３ 

Ⅰ 令和３年度 県立高等学校の編制について 

 

 １ 課程別・学科別募集学級数及び募集定員 

   令和３年度の課程別・学科別募集学級数及び募集定員の状況は、次の表のとおりである。 
 

 区          分 
募 集 学 級 数 募 集 定 員 

２年度 ３年度 差 ２年度 ３年度 差 

県 

 

 

 

立 

全 

日 

制 

普 通 科・理 数 科 

体 育 科 
129 129 ０ 5,160 5,160 ０ 

職業に関する学科 69 69 ０ 2,760 2,760 ０ 

総 合 学 科 26 26 ０ 1,040 1,040 ０ 

小      計 224 224 ０ 8,960 8,960 ０ 

定 

時 

制 

普 通 科 13 13 ０ 520 520 ０ 

職業に関する学科 1 1 ０ 40 40 ０ 

小      計 14 14 ０ 560 560 ０ 

合          計 238 238 ０ 9,520 9,520 ０ 

 

 ２ ブロック別募集学級数増減 

   令和３年度における募集学級数の増減はない。 

 

 ３ 学科改編 

   令和３年度における学科改編はない。 

 

 ４ 学校再編 

   令和３年度の再編を計画した高等学校はない。 



議18－４ 

 ５ 年次進行に伴う県立高等学校の分校、課程及び学科の廃止 

  （岩手県立学校設置条例該当事項） 
 

 令和元年度から募集を停止しており、令和２年度をもって平成 30年度入学生が卒業することから、

令和３年度に学科を廃止するものである。廃止状況は次表のとおりである。 

ﾌﾞﾛｯｸ 学校名 課程 学科名 位置 

気仙 大船渡東高校 全日制 
機 械 科 

電気電子科 
大船渡市 

宮古 宮古水産高校 全日制 
海洋技術科 

食品家政科 
宮 古 市 

 

 

Ⅱ 令和３年度 県立特別支援学校の編制について 

 

 令和３年度に、県立特別支援学校の課程及び学科の変更はない。 

 

 



事 1－1 
 

事務報告１ 

 
 

「岩手県立博物館における文化財への不適切行為事案」調査の経過報告について 

 

標記事案に係る他道県の重要文化財の調査における八戸市所有の「丹後平古墳群」の調

査結果を、別添のとおり御報告いたします。 

なお、概要については以下のとおりです。 

 

 

１ 他道県の重要文化財における無断切取り行為の有無について 

 ※【特定できない】：報告書などに分析結果が掲載されている、あるいはサンプルが残されているが、X 線撮影結

果で切取り痕跡を確認できなかったもの。 

 

 

２ 今後の調査の進め方 

(1) 福井県「一乗
いちじょう

谷
だに

朝倉
あさくら

氏
し

遺跡」出土の重要文化財の調査は、Ｘ線写真撮影の計画について所有

者と具体的な協議を進めています。 

 

(2) 重要文化財の調査については、一乗谷朝倉氏遺跡出土品の調査が最後になることから、当該

調査が終了した後に重要文化財以外の文化財の調査に着手します。 

 

(3) 重要文化財以外の文化財の調査に当たっては、所有者に対する個別の状況説明を丁寧に行い

ながら、具体の調査方法等の協議を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他道県の重要文化財調査結果 
調査 

対象点数 

試料採取痕跡（切取り痕跡） 

【有り】 【特定できない】 【無し】 

１ 

八戸市「丹後
た ん ご

平
たい

古墳群」 

（H30 年指定） 
79 38 2 39 

〇 科学分析はすべて所有者の承諾を得て行われ、無断切取り行為ではないと判断した。 

２ 

福井県「一乗
いちじょう

谷
だに

朝倉
あさくら

氏
し

遺跡」 

（H19 年指定） 
調査中 令和２年８月中にＸ線写真撮影予定 

〇 調査対象の確定及びＸ線写真撮影について所有者と協議を進めている。 



事 1－2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

事 1－3 
 

他道県の重要文化財の調査について 

 

八戸市丹後
た ん ご

平
たい

古墳群
こ ふ んぐ ん

（調査対象 79 点）の調査結果           ◆調査結果一覧表参照 

  【平成 30年指定】 

 試料採取痕跡（切取り痕跡） 

【有り】 【特定できない】 【無し】 

38 点 ２点 39 点 

承
諾
の
有
無 

ア 所有者の承諾有り 38 2  

イ 所有者の承諾の有無が不明 0 0 

ウ 所有者の承諾無し 0 0 

   

○ 今回の調査は、県立博物館で取扱われた資料のうち、取扱い年度が明らかなもの 68 点、取扱

いの年度は不明であるが、作業記録などから取り扱ったことが判明した 11点の合計 79 点を調査

対象としている。 

 

○ 取扱い年度について、複数回の取扱いが行われている資料もあるが、年度ごとの取扱い点数は

平成元年度が５点、平成７年度が１点、平成 11 年度が 18 点、平成 12 年度が 42 点、平成 13 年

度が 3点、平成 29年度が 14点であり、すべてが重要文化財指定（平成 30年 10 月）以前の取扱

いとなる。取扱い年度不明の資料が 11 点あり、いずれも切取り痕跡は確認されておらず、保存

処理のみ実施されている。 

   

○ 溶液及び樹脂詰めのサンプル（試料）の保管が確認されている資料は 36 点である。 

 

〇 切取り痕跡について、Ｘ線写真を検討した結果、切取り痕跡を確認した資料は 38 点、特定で

きなかった資料が２点、確認できなかった資料が 39 点である。 

 

〇 試料採取については、科学分析の結果が所有者である八戸市博物館が発刊する発掘調査報告書

や研究紀要に掲載されている、または結果が所有者に渡されているなど、すべて所有者の承諾を

得て行われたものであり、無断切取り行為とはいえない。 

 

  〇 今回の調査の中でアドバイザーから、試料採取について所有者からの科学分析の依頼を受け、

採取位置などについては受託者側に任されていたものであるが、所有者に対し事前に試料採取の

位置や大きさなどについての十分な説明を行っておく必要があったという指摘をいただいた。 

 

 

別 添 資 料 



溶液 樹脂

1 方頭大刀
　ほうとうたち

丹後平古墳
平成元年度
平成11年度

○ ○ 有

2 方頭大刀
　ほうとうたち

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

3 方頭大刀
　ほうとうたち

丹後平古墳
平成12年度
平成17年度

○ ○ 有

4 方頭大刀
　ほうとうたち

丹後平古墳 平成11年度 ○ ○ 有 運搬時に「き損」した資料

5 方頭大刀
　ほうとうたち

丹後平古墳
平成元年度
平成11年度

○ ○ 有

6 方頭大刀
　ほうとうたち

丹後平古墳 平成11年度 ○ ○ 有 なし

7 蕨
わらび

手
て

刀
とう

丹後平古墳
平成７年度
平成13年度

○ ○ 有
青森県立郷土館が委託
なし

8 蕨
わらび

手
て

刀
とう

丹後平古墳
平成元年度
平成11年度

○ ○ 有

9 蕨
わらび

手
て

刀
とう

丹後平古墳
平成12年度
平成17年度
平成22年度

○ ○ ○ 有
H22蛍光Ｘ線分析（非破壊）を実
施

10 蕨
わらび

手
て

刀
とう

丹後平古墳 平成13年度 ○ ○ ○ 有

11 蕨
わらび

手
て

刀
とう

丹後平古墳
平成13年度
平成17年度
平成22年度

○ ○ ○ 有
H22蛍光Ｘ線分析（非破壊）を実
施

12 蕨
わらび

手
て

刀
とう

丹後平古墳
平成12年度
平成17年度

○ ○ ○ 有

13 鉄
てつ

刀
とう

丹後平古墳 平成元年度 ○ 特定できず 有 サビを用いてサンプルを作成

14 鉄
てつ

刀
とう

丹後平古墳
平成11年度
平成17年度

○ ○ ○ 有 なし

15 鉄
てつ

刀
とう

丹後平古墳 平成11年度 ○ ○ 有 なし

16 鉄
てつ

刀
とう

丹後平古墳 平成11年度 ○ ○ 有 なし

17 鉄
てつ

刀
とう

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

18 鉄
てつ

刀
とう

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

19 鉄
てつ

刀
とう

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

20 鉄
てつ

刀
とう

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

21 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ 有

22 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

23 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

24 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 ○ 有

無断切取り
判定

備　　　考

［丹後平古墳群]（平成30年３月重要文化財指定）調査結果一覧表

No 資料名 遺跡名 取扱年(度)

サンプル
（試料）

切取り痕跡 承諾の有無

事1－4



溶液 樹脂

無断切取り
判定

備　　　考

［丹後平古墳群]（平成30年３月重要文化財指定）調査結果一覧表

No 資料名 遺跡名 取扱年(度)

サンプル
（試料）

切取り痕跡 承諾の有無

25 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ 有

26 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

27 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

28 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

29 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

30 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

31 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

32 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

33 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

34 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

35 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

36 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

37 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

38 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

39 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

40 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

41 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 不明 保存処理のみを実施

42 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

43 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

44 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

45 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 ○ 有

46 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

47 鉄鏃
てつぞく

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

48 鉄
てつ

轡
くつわ

丹後平古墳
平成元年度
平成12年度

○ ○ 有

49 鉄
てつ

轡
くつわ

丹後平古墳 平成11年度 ○ ○ 有

事1－5



溶液 樹脂

無断切取り
判定

備　　　考

［丹後平古墳群]（平成30年３月重要文化財指定）調査結果一覧表

No 資料名 遺跡名 取扱年(度)

サンプル
（試料）

切取り痕跡 承諾の有無

50 鉄
てつ

轡
くつわ

丹後平古墳
平成12年度
平成17年度

○ ○ 有

51 鉄
てつ

轡
くつわ

丹後平古墳 平成12年度 ○ 有

52 鉄刀子
てつとうす

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ 有

53 鉄刀子
てつとうす

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ 有

54 鉄刀子
てつとうす

丹後平古墳
平成12年度
平成17年度

保存処理のみを実施

55 鉄刀子
てつとうす

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

56 鉄
てつ

鑷子
せっし

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

57 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

58 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

○ 有 H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

59 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

60 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

○ 特定できず 有
自然に落ちた細片を使いサンプル
を作成、科学分析を実施
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

61 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

62 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

63 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

64 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

65 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成12年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

66 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成12年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

67 環状
かんじょう

製品
せいひん

丹後平古墳
平成11年度
平成29年度

有
自然に落ちた細片を使い科学分析
H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

68 鉄
てつ

銙帯
かたい

金具
かなぐ

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

69 鉄銙帯金具
てつかたいかなぐ

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

70 鉄銙帯金具
てつかたいかなぐ

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

71 鉄銙帯金具
てつかたいかなぐ

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

72 鉄銙帯金具
てつかたいかなぐ

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

73 鉄銙帯金具
てつかたいかなぐ

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有
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溶液 樹脂

無断切取り
判定

備　　　考

［丹後平古墳群]（平成30年３月重要文化財指定）調査結果一覧表

No 資料名 遺跡名 取扱年(度)

サンプル
（試料）

切取り痕跡 承諾の有無

74 鉄銙帯金具
てつかかたいかなぐ

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

75 鉄銙帯金具
てつかかたいかなぐ

丹後平古墳 平成12年度 ○ ○ ○ 有

76 鎹形飾金具
かすがいがたかざりかなぐ

丹後平古墳 平成29年度 有 H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

77 不明
ふめい

金属
きんぞく

製品
せいひん

丹後平古墳 平成29年度 有 H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

78 不明
ふめい

金属
きんぞく

製品
せいひん

丹後平古墳 平成29年度 有 H29蛍光X線分析（非破壊）を実施

79 不明
ふめい

金属
きんぞく

製品
せいひん

丹後平古墳 平成12年度 保存処理のみを実施

〈参考〉

No.８ 蕨手刀の試料片のマクロ組織と試料採取位置

八戸市博物館研究紀要16(八戸市教育委員会：平成12年度発刊)掲載の科学分析結果から抜粋)

No.８ 蕨手刀のＸ線写真

Eg

Rg
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